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五
月
三
十
日
、
二
〇
一
二
年
度
第
一
回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
議
会
の
人
事
や
委

員
会
の
構
成
な
ど
を
決
め
る
議
案
の
採
決
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
案
に

『
骨
格
提
言
』
を
最
大
限
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
決
も
行
な
わ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
区
内
の
障
害
者
団
体
や
作
業
所
な

ど
の
陳
情
を
受
け
て
の
こ
と
で
す
。 

議
会
で
採
択
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
体
も
重
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。 

こ
の
間
、
障
害
者
や
関
係
者
が
求
め
て
き
た
施
策

に
つ
い
て
は
、
杉
並
区
行
政
で
も
最
大
限
実
施
す
る

た
め
に
、
努
力
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

現
在
、
国
会
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ

る
「
障
害
者
総
合
支
援
法
（
仮
称
）
」
の
審
議
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
現
行
の
障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止

し
、
多
く
の
障
害
者
の
願
い
に
沿
っ
た
新
法
の
制
定

が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
民
主
党
政
権
は
公
約
を
投
げ
捨
て
、
新

法
制
定
を
〝
自
立
支
援
法
の
小
手
先
の
手
直
し
〟

で
済
ま
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
障
害
者
や
関
係
者
か

ら
は
、
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

障
害
者
の
願
い
に
沿
っ
た
新
法
を
制
定
す
べ
く
、

杉
並
区
議
会
か
ら
、
国
に
対
し
て
、
意
見
書
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
は
、
重
要
な
前
進
で
す
。
今
、
他
の
自

治
体
で
も
意
見
書
の
提
出
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
国

は
地
方
自
治
体
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き

で
す
。

意
見
書
の
全
文
（
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
照
で
き
ま
す
） 

 
第一回定例会の一般質問で

も取り上げました。 

障害者総合福祉法（仮

称）について 
・障害者自立支援法の廃止

に向けて 

・障害者施策の緊急課題の

解決を 

・利用料の負担軽減とサー

ビス提供の拡充を 
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先

荻）

プ

会は

た…

夜

たが

終

って

たで

り
除
き
、
区
民
に
開
か
れ
た
議
会
へ
と
切
り
替
え
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

地元の

日、地域で

で万灯神輿

ロレス研究

ありました

。 
になると明

、担いでい

わってみる

いましたが

す。いいス

運
営
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
は
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の

で
す
。
こ
う
し
た
議
会
運
営
を
正
す
こ
と
は
緊
急
の
課
題
で

す
。
今
後
、
議
会
運
営
の
弊
害
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
取

除
き
、
区
民
に
開
か
れ
た
議
会
へ

切

替
え
る
た
め
に

商店街で
 

で行なわれ

輿を担いで

究会時代か

たが、万灯

明かりが灯

いる私は必

ると、神輿

が、久々の

ストレス発

話
し
合
い
を
尽
く
し
、
人
事
案
件
な
ど
を
決
定
す
べ
き
で

す
。 区

民
の
負
託
を
受
け
た
区
議
会
議
員
を
、
意
図
的
に
議
会

運
営
に
参
加
さ
せ
な
い
こ

は
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の

で万灯神輿

れたイベント

きました。

から、神輿な

灯神輿は、か

灯され、非常

死の形相

輿を担いだ肩

神輿はとて

散になりま

が
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

党
区
議
団
（
六
名
）
と
ネ
ッ
ト
み
ど
り
（
五
名
）
の
２
会

派
は
正
式
な
交
渉
会
派
で
あ
り
、
議
会
運
営
上
も
民
主
的
な

話
し
合
い
を
尽

し
、
人
事
案
件
な
ど
を
決
定
す
べ
き
で

 

輿担ぎ 
ト（ハロー

 
などを担ぐ

かなり重か

常に綺麗で

（笑） 
肩が腫れあ

ても楽しか

ますね！ 

つ
で
あ
る
「
請
願
・
陳
情
」
の
審
査
率
が
極
め
て
低
い
状
況

で
す
。
審
査
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、「
請
願
・
陳
情
」

を
取
り
上
げ
る
裁
量
を
持
つ
委
員
長
ポ
ス
ト
を
、
党
区
議
団

が
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

ー西

ぐ機

かっ

でし

あが

かっ

現
在
、
杉
並
区
議
会
で
は
、
住
民
の
重
要
な
権
利
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
請
願

陳
情

の
審
査
率
が
極
め
て
低
い
状
況

【常

・総

・区

・保

・都

・文

・議

【特

・災

・道

・清

・議
 

【区

団長

幹事

副幹

経理

写
真
（
真
ん
中
）
が
私
。
必
死
の
形
相
で
す 

ス
ト
か
ら
排
除
さ
れ
ま
し
た
。 

常任委員会

総務財政委

区民生活委

保健福祉委

都市環境委

文教委員会

議会運営委員

特別委員会

災害対策

道路交通対

清掃エネル

議会改革

区議団の役

長    

事長   

幹事長  

理責任者

産
党
が
２
０
以
上
あ
る
正
・
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を
一
つ
も
取

れ
な
い
異
常
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
、

党
区
議
団
と
ネ
ッ
ト
み
ど
り
の
二
会
派
が
正
副
委
員
長
ポ

】 

員会 鈴木

員会 金子

員会 くす

員会 富田

   原田

員会 原田

】 

   くす

策  山田

ギー対策 

   金子

役職】 

くすやま美

原田あきら

山田耕平 

くすやま美

れ
、
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
出
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 昨

年
度
か
ら
、
交
渉
会
派
の
中
で
第
四
党
で
あ
る
日
本
共

木信男 

子けんたろ

すやま美紀

田たく 

田あきら 

田あきら（理

すやま美紀

田耕平 

 鈴木信

子けんたろ

美紀 

ら 

美紀 

五
月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
た
第
一
回
臨
時
会
で
は
、
特
別

委
員
会
の
設
置
、
各
委
員
の
選
任
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

う 

紀 山田耕平

理事） 山

紀 富田たく

信男 

う 原田あ

平 

山田耕平

く 

あきら 


